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29
年
11
月
１
日
〜
２
日

議
会
基
本
条
例
の
制
定

長
崎
県
諫
早
市
議
会

　
21
年
の
政
治
倫
理
条
例
制

定
を
皮
切
り
に
、
常
任
委
員

会
構
成
の
見
直
し
な
ど
議
会

の
あ
り
方
の
追
及
を
続
け
、

23
年
の
議
会
改
革
推
進
特
別

委
員
会
設
置
後
、
25
年
に
議

会
基
本
条
例
を
制
定
。
26
年

以
降
は
毎
年
検
証
活
動
も
怠

り
な
く
実
施
。
条
例
進
捗
度

評
価
の
し
く
み
も
構
築
。
議

会
改
革
度
ラ
ン
キ
ン
グ
全
国

59
位
に
成
長
。

長
崎
県
長
与
町
議
会

　
23
年
の
議
員
改
選
を
機
に
、

議
会
改
革
推
進
を
宣
言
。
議

会
改
革
等
調
査
特
別
委
員
会

を
設
置
、
小
委
員
会
制
を
採

用
し
25
年
議
会
基
本
条
例
を

制
定
。
全
議
員
の
議
会
の
活

性
化
改
革
意
識
は
非
常
に
高

く
、
委
員
会
で
は
徹
底
し
た

議
論
を
重
ね
、
町
民
か
ら
信

頼
さ
れ
る
議
会
へ
と
変
革
し

て
い
る
。
現
在
、
条
例
の
見

直
し
改
善
を
推
進
中
。

29
年
11
月
14
日
～
15
日

自
治
基
本
条
例

北
海
道
江
別
市

　
「
市
民
協
働
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
」
を
、
ま
ち
づ
く
り

の
基
本
と
な
る
理
念
や
原
則
、

議
会
、
市
長
、
市
民
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
と
責
務
、
権
利
等

と
定
め
た
。
内
容
は
、

・
全
国
、
画
一
的
な
ま
ち
づ

く
り
を
自
分
た
ち
で
考
え
、

自
分
た
ち
の
責
任
で
個
性
あ

る
ま
ち
づ
く
り
へ
。

・
地
域
を
取
り
巻
く
環
境
の

変
化
に
的
確
に
応
え
る
。

・
市
民
の
自
治
意
識
の
芽
生

え
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
活
か

す
仕
組
み
づ
く
り
。

議
会
基
本
条
例

北
海
道
栗
山
町

　
全
国
初
、
議
会
基
本
条
例

を
制
定
し
た
先
駆
者
で
、
全

国
の
市
町
村
が
視
察
に
訪
れ

て
い
る
。

　
制
定
に
至
る
ま
で
の
経
緯

等
を
聞
き
、
住
民
へ
の
議
会

報
告
会
等
が
重
要
と
感
じ
た
。

29
年
７
月
31
日
～
８
月
２
日

障
が
い
者
千
人
雇
用

岡
山
県
総
社
市

　
「
障
が
い
者
千
人
雇
用
セ

ン
タ
ー
」、「
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

総
社
」、「
総
社
市
役
所
」
が

連
携
し
て
障
が
い
者
の
就
労

を
付
き
添
い
支
援
。

　
地
域
が
活
性
化
し
、
障
が

い
者
に
や
さ
し
い
地
域
づ
く

り
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

コ
ン
パ
ク
ト
・
エ
コ
シ
テ
ィ

＆
高
松
丸
亀
商
店
街

香
川
県
高
松
市

　
コ
ン
パ
ク
ト
で
環
境
に
配

慮
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
。

ま
た
、
丸
亀
商
店
街
は
、
商

業
の
活
性
化
だ
け
で
な
く
、

住
む
こ
と
の
で
き
る
ま
ち
に

再
開
発
。

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

愛
媛
県
四
国
中
央
市

　
高
齢
の
住
民
の
足
に
な
る

と
と
も
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
場
に
も
な
っ
て
い

る
。

29
年
７
月
４
日
～
５
日

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

「
き
ら
り
」

東
京
都
小
金
井
市

　
心
身
の
発
達
に
お
い
て
特

別
な
配
慮
が
必
要
と
思
わ
れ

る
乳
幼
児
の
早
期
発
見
・
早

期
支
援
を
行
う
た
め
、
25
年

10
月
に
小
金
井
市
児
童
発
達

支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
た
。

　
実
施
事
業
は
、
相
談
支
援
、

保
育
所
訪
問
支
援
、
放
課
後

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
通
園
事
業
、

外
来
訓
練
事
業
な
ど
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
事
業

千
葉
県
佐
倉
市

　
認
知
症
の
人
へ
の
地
域
で

の
見
守
り
・
支
援
が
で
き
る

よ
う
に
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ

ー
養
成
講
座
を
22
年
度
か
ら

取
り
組
ん
で
い
る
。

　
市
の
職
員
は
、
特
別
職
を

は
じ
め
全
員
が
受
講
し
、
一

般
市
民
か
ら
中
学
生
ま
で
広

げ
て
き
た
。
特
に
、
認
知
症

高
齢
者
へ
の
声
か
け
訓
練
を

き
め
細
か
く
行
っ
て
い
る
。

29
年
７
月
13
日
～
14
日

町
の
産
業
振
興
施
策

岩
手
県
金
ケ
崎
町

　
県
内
最
大
の
工
業
団
地
を

有
し
医
薬
品
、
半
導
体
、
自

動
車
関
連
企
業
な
ど
が
複
数

立
地
し
、
工
業
出
荷
額
は
東

北
の
市
町
村
の
中
で
も
10
番

目
で
飛
躍
的
な
発
展
を
見
せ

て
い
る
状
況
。

　
県
知
事
が
県
政
発
展
計
画

に
岩
手
中
部
工
業
団
地
の
整

備
を
位
置
づ
け
し
た
こ
と
に

始
ま
り
、
大
手
企
業
を
呼
び

込
ん
だ
背
景
に
は
、「
高
速

交
通
網
の
整
備
」、「
豊
か
な

自
然
環
境
と
行
き
と
ど
い
た

団
地
の
整
備
」、「
労
働
力
の

確
保
」
な
ど
に
取
り
組
ん
で

い
た
。

　
ま
た
、
工
場
立
地
の
優
遇

制
度
と
し
て
、「
金
ケ
崎
町

工
場
等
設
置
奨
励
条
例
」
で

は
、
町
独
自
で
５
年
間
の
固

定
資
産
税
の
免
除
、
そ
の
他

の
制
度
と
し
て
「
大
型
免
許

取
得
支
援
補
助
金
」、「
ト
ラ

ガ
ー
ル
育
成
補
助
金
」
な
ど

が
特
徴
的
で
あ
っ
た
。

調査してきました
政務活動費で

至

誠

会

清

流

会

公
明
党
東
浦

日
本
共
産
党
東
浦
町
会
議
員
団

高
志
会
（
田
﨑
守
人
）
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29
年
11
月
14
日
～
15
日

市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

北
海
道
江
別
市

　
江
別
市
は
、
大
学
４
校
の

キ
ャ
ン
パ
ス
を
有
し
、
札
幌

市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て

発
展
し
て
き
た
が
、
近
年
毎

年
１
２
０
０
人
の
人
口
減
に

直
面
し
て
い
る
。

　
対
策
と
し
て
「
市
民
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
」
を
掲
げ
、

市
民
へ
積
極
的
に
ま
ち
づ
く

り
参
加
を
呼
び
か
け
、
中
で

も
大
学
生
に
照
準
を
合
わ
せ

た
各
種
施
策
が
目
を
引
い
た
。

議
会
基
本
条
例
議
会
改
革
の

取
り
組
み

北
海
道
栗
山
町

　
栗
山
町
議
会
は
平
成
18
年

に
全
国
初
の
議
会
基
本
条
例

を
制
定
し
、
全
国
の
市
町
村

議
会
の
模
範
と
さ
れ
、
議
会

改
革
に
取
り
組
む
先
進
の
議

会
で
あ
る
。

　
議
会
基
本
条
例
制
定
に
至

っ
た
経
緯
及
び
手
法
を
学
び
、

住
民
に
寄
り
添
っ
た
議
会
の

必
要
性
を
再
認
識
し
た
。

30
年
１
月
18
日

地
方
議
員
特
別
セ
ミ
ナ
ー

i
n
敦
賀

超
党
派
議
員
で
多
自
治
体
に

展
開
す
る
事
例
報
告

・
避
難
者
カ
ー
ド
標
準
化
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

東
日
本
大
震
災
を
経
て
、

避
難
所
に
お
け
る
避
難
者
カ

ー
ド
作
成
と
そ
の
項
目
の
重

要
性
に
気
づ
き
、
各
自
治
体

の
策
定
状
況
を
調
査
し
、
避

難
時
に
必
要
な
情
報
の
充
実

整
備
を
各
地
の
自
治
体
に
働

き
か
け
て
い
る
。

・
カ
ラ
ー
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
色
の
見
え
方
に
特
性
が
あ

る
人
は
全
国
に
３
０
０
万
人

以
上
。
消
防
職
員
採
用
時
に

お
け
る
色
覚
検
査
の
実
施
状

況
が
自
治
体
に
よ
っ
て
違
う

こ
と
に
着
目
し
、
調
査
、
色

覚
を
理
由
と
し
た
職
業
規
制

の
合
理
性
を
検
証
。
他
業
種

へ
も
調
査
を
広
げ
、
教
育
現

場
へ
の
啓
蒙
、
配
慮
も
提
言

し
て
い
る
。

29
年
10
月
５
日
～
６
日

町
村
議
会
議
員
特
別
セ
ミ
ナ
ー

全
国
市
町
村
国
際
文
化
研
修
所

　
地
域
の
活
性
化
や
住
民
の

ニ
ー
ズ
に
合
致
し
た
ま
ち
づ

く
り
の
在
り
方
が
課
題
と
な

っ
て
い
る
中
、
各
分
野
で
活

躍
し
て
い
る
講
師
か
ら
、
ま

ち
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
の

取
り
組
み
の
事
例
を
学
ん
だ
。

　
地
域
づ
く
り
は
、
時
代
に

ふ
さ
わ
し
い
価
値
を
内
発
的

に
つ
く
り
出
し
、
地
域
に
上

乗
せ
す
る
作
業
。

　
新
た
な
接
触
を
つ
く
る
交

流
・
移
住
こ
そ
地
域
に
上
乗

せ
す
べ
き
こ
と
。
人
と
人
の

間
の
反
応
で
人
は
生
ま
れ
変

わ
っ
た
り
（
成
長
）、
新
し

い
組
織
が
生
ま
れ
た
り
す
る
。

人
と
モ
ノ
の
反
応
で
特
産
物

が
生
ま
れ
る
。
活
性
化
の
た

め
に
は
反
応
を
生
む
よ
う
な

多
く
の
接
触
が
不
可
欠
。
交

流
と
そ
の
た
め
の
場
づ
く
り

が
重
要
。
こ
れ
が
地
域
創
生

に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

政務活動費報
す

告
しま

小

田

清

貢

成
瀬
多
可
子

幸
福
実
現
党
ク
ラ
ブ（
原
田
悦
子
）

（単位：円）

会派名 交付額
（A）

支出額
（B）

内　訳 町への
返還金

（A）-（B）調査
研究費 研修費 広報

広聴費 会議費 資料
作成費

資料
購入費

至誠会（５人） 300,000 300,000 210,060 30,000 0 0 0 59,940 0 
清流会（３人） 180,000 178,872 178,872 0 0 0 0 0 1,128 
公明党東浦（２人） 120,000 120,000 120,000 0 0 0 0 0 0 
日本共産党東浦町会議員団（２人） 120,000 120,000 71,060 33,590 12,650 0 0 2,700 0 
幸福実現党クラブ 60,000 18,082 0 18,082 0 0 0 0 41,918 
高志会 60,000 36,620 36,620 0 0 0 0 0 23,380 
小田清貢 60,000 59,481 59,481 0 0 0 0 0 519 
成瀬多可子 60,000 60,000 0 45,832 14,168 0 0 0 0 

政務活動費交付金内訳：月額 5,000 円×会派人数
活動期間：29 年４月１日から 30 年３月 31 日まで


